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野川のこと 鍔山英次

そのころ私は福井市から３２キロ離れた越前岬の海岸近くに住んでいた。子供の頃はよく絵を描い

ていた。ある日絵をほめてくれた東京から来たおじさんがカメラを持っていた。その時から私は写真

を教わった。

小学生ながら殆どのものが撮れるようになっていた。近所に福井工業大学の写真のリーダーが下宿

した。その人と関わるうちにF 自分でどんどん撮れ！」と言われ、私はいつもカメラを握っていた。

戦後文部省の学制が６・３・３制に変わったとき、新聞に“早稲田高等学院の生徒募集450 名″の広

告が出た。受験し合格し上京した。

昭和２５年、大岡昇平の「武蔵野夫人」が出てたちまちベストセラーになり映画化された。映画の

舞台となった野川が深く印象に残り、何回も現地を訪ねてみた。しかし描いていた風景とは違っていた。

当時深川に下宿していたが、小金井に居を構え、とことん野川を見つめてみようと決心した。

“ＴＡＭＡらいふ２１″か多摩東京移管１００周年記念事業として、新時代の創造をテーマに開催さ

れた。その中に多摩の湧水研究会かあり、参加したっ八王子から多摩地域を隈なく見て歩いた。そし

て見事な湧水に出会った、それか落合川（東久留米市 ）である。

夏の朝４時半、毎日そこに行ってから出社していた。ある臼駐車しているとき神主につかまってしまっ

た、氷川神社の栗原神主たった。串情を話すとr 武戯野夫人の映画を観たのか り と驚いた様子だった。

それから、社務所に案内され、映画撮影の鴎、衣裳部屋として使ったこと、主役の田中絹代が着物を

かけたところ、女優さんのトイレはどこそこだった等々、ダイナミックな川の↑4景が頭の中で広かっ

てい った。

実は小説の舞台になっている野川は、映画では落合川であった。このことを巡っては原作者の大岡

氏と映画演出に携わっていた福田恒存氏との論争もあった。福田は映画のためにと野川より落合川を

選んでゆずらなかった、

これをきっかけにして、ただの原っぱだった市が一変し、東久留米市は脚光を浴びる。多摩湧水の

会には東久留米市民も多く、ついに富士山の兌える町として駅舎屋上を市民に聞放した。

徐々に水に対する関心と認識も変わり、市民運勁で川もきれいになっていった。

大岡さんと何回か話を交わすうちに、「野川を訪ねてみませんか？」とお誘いしたことがある。昭和

６３年の１月のことてある、

氏はのちにエッセイで［野川は私のri春と共にあったj と記している。

野川につい て思い出は沢山あるか、忘れがたい一つである。

･●
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グ・廠官 小金井稲門会会報第８号
りＱ

り

ぐ
1993年（平成５年）10月 グ嶮 官

「小金井木彫りの会」主宰
ａ　無　　　　　

ｊ
６　 ９

に自由な生き方を選んでいく素地があったよ

うである。

《手には水掻きが）　　　　　 ●1

仏像が出現したのは、釈迦没後三百年頃（

紀元前１Ｃ）。弟子達が遺徳を偲び、その生

涯（仏伝）を遺骨を納めた塔のまわりに表し

たのが初まりとのこと。日本へは中国、朝鮮

半島をへて経典と共に伝来（６Ｃ頃）。奈良

・平安期に造営が盛んとなり、日本的様式が

完成、造形的には鎌倉時代に頂点に達した。

仏像（如来像）には、我々常人とは異なる

特徴が大きくは三十二、細かく言えば八十あ

仏師 増田 章夫(一文S44)
ｌ

ｔ！

､。戸I

二 な る
｀･● ●●･

二

るという（三十二相八十種好）。例えば、手

は膝より下になるほど長く、水掻きのような

97 がある。それは衆生に向って救いの手を

し、水ももらさず救い上げるという意味

だそう。

《一刀一刀が真剣勝負）

伺った時、三ヵ月程かけているという作品

を見せて頂いたが、磨いてないと聞き驚いた。

実につややかで、なめらかな木地なのである。

しかも一刀一刀やり直しはきかないとのこと。

粘土なら次に積み重ねたり削ったりできるが、

これは、角材の中にひそむ仏の姿を最高の形

と

（極めた形）で取り出す作業のようだ。

一刀が刻む線が、最初で最後の彫りとなる

真剣勝負の世界、完成までに、小品で一ヵ月

以上はかかるという。その間の集中力と緊張

感は想像を絶する。そうした時空間を通って

自から「無 已ヽ」の境地が生まれるのであろう。

仏像に「俗」が写らない所以。

《形式・典型を破ることは）

破格に向かう衝動もあるが、それでいくと。

もはや仏の姿ではなくなり、人間（＝俗）にな

ってしまう。ただ、仏の相、特に目は自分に

近しい人に似るようだし、作者の個性（人間

性）が作品に現れることは確か。

なるほど、人間であって人間でない間（は

ざま）の世界なのだと、気づかされた。

ふと異次元の人に対峙しているような妙な

気もした。仏像や角材の並ぶ静かな部屋に、

御母堂のお持ち下さったお茶がまた、格別に

おいしいひとときであった。

（増田さんと同期卒の国分記）
･Ｊ.-ヽ ．.4.､-.s.a。､-､G･､．.-.4.-､..Ｃ こＸ Ｃ コ! Ｃ コ31 ココx ｒ コI ｒ こ
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●

y ］

,71゛ ・

ン

一

一

四

ア

-

-

-

-

-

マ ス 三

地域文化が云々される昨今、小金

井市では「小金井木彫りの会」が意

気盛ん。その指導に当るのが増田章

夫氏。七年前、福祉会館のボランティ

ア活動で、障害者に彫刻を教えたの

が始まりで、今や会員65名。大仏師

である父・ 芳光氏も講師となり、仏

像彫刻を中心とした木彫りを楽しむ。

新聞テレビの取材にもお忙しい中、

氏の仕事場（貫井北町）を訪ねた。

《型にはまらない生き方を選ぶ)

稲門の仏師がどうして出現したか興味があ

った。章夫氏は英文科卒後、二年間広告代理

店で営業を担当、それなりに面白かったとい

うが、ふとこのままではと脱サラ、最も身近

だった父上の門をくぐる。それまでは刀を握

ったこともなかった。大学一年の時、授業料

値上げ闘争があり、バリケード封鎖なども体

験、体制批判・学生自治・価値の創造といっ

た問題に強く目覚めた世代でもある。家庭も

漣わめて自由な雰囲気だったから、型にはめ

られるのがいやだったのだろうと言う。自然
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